
木下●私たちは対照的なんですよ。私は
大阪で生まれて小学5年で東京に引っ越
しました。一方、春野さんは生まれも育ち
も東京で、今は大阪にお住まいですね。
春野●大阪で浪曲師になったので、ずっ
と大阪に住んで、大阪から発信していき
たいと思っています。
木下●関西の人材は随分東京に流出し
ていますが、戻ってくる人は少ない。だか
ら春野さんのように東京から移り住む人
や、戻ってくる関西出身者が増えるのが
理想的です。東京に一極集中するのは
日本全体としてもよくありません。

春野●芸能でも全部東京から発信という
のはおもしろくありませんね。
木下●関西のトップ企業の多くは本社を
東京に移しており、関西の空洞化が進行
しています。しかし、携帯電話の蝶番で
世界100％のシェアをもつ会社があるな
ど、優秀な企業がいくつも関西にあるん
です。そういう強みをもっと活かせばい
い。文化・歴史・伝統も関西の強みで、浪
曲もひとつですね。大阪で浪曲師になら
れたのはどんな経緯ですか？
春野●東京の寄席で浪曲に出合ったと
き「一生究めていきたい！」と思ったんで
す。春野百合子師匠の浪曲を聴いて
「弟子になろう」と決意して、出演先の国
立文楽劇場※1の楽屋に押しかけて弟子

入りをお願いしました。何度も断られまし
たが、最終的に許されて大阪に移り住み
ました。
木下●最初はどちらに？
春野●岸和田です。当初、持ち物は洋服
と身の回りのものぐらい。浪曲で知り合っ
た人たちが援助をしてくださいました。
「炊飯器が無い」ともらせば2個も3個も
集まってきて、「そんなにいりませんよぉ」
なんてことも（笑）。東京の人はプライベー
トに関わるのは遠慮しがちですが、関西
人はとってもストレート。大阪だったから修
業を続けられたんだと思います。
木下●関西は人間味が違いますね。大
阪と東京の関係は、欧州対アメリカという
感じがします。欧州は歴史・文化があり、

大事にしている。日本に来ても歴史・文化
に興味を持ちます。しかしアメリカ人は
ヨーロッパ人ほどには興味をもたない人
が多い気がします。ひとつの物差しで東
京と比べるのではなく、関西らしい特色を
活かせばいい。私のように流出した人間
が再び戻って暮らしたくなるような魅力の
ある地域にしたいですね。

大阪と東京の関係は、
欧州vs.米国に似ている

世界無形遺産である文楽を中心に、舞踊、邦楽、大
衆芸能などの公演を行う。上方芸能の保存・継承の
拠点にもなっている。

※1　国立文楽劇場（大阪市）
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対談 安全・安心な社会が 支える、元気な町と文化

近 畿 の 未 来

「あって当たり前」と思われがちな社会の安全・安心は、

暮らしにとって重要で不可欠なもの。豊かな暮らしを創造し、

近畿全体を活力のある地域とするためには、

時代の変化に対応して

社会の安全・安心を維持する努力を怠ってはなりません。

今回は、近畿地方整備局長（対談時）・木下誠也氏と、

浪曲師・春野恵子氏をお招きし、

近畿の魅力を高める文化や町づくり、

社会の安全・安心について語り合っていただきました。

異なる世界のお二人ですが、近畿の発展を願う気持ちは同じ。

そこからさまざまな興味深い話題が飛び交いました。
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木下●先日、舞台「浪曲乙女組」※2を観
に行きましたが、本当におもしろかった。
美女3人の共演が実に華やか。浪曲＝男
性というイメージが変わりました。
春野●浪曲はおじいさんが青筋立ててう
なるもの、と思われているでしょう？だから、
「乙女だって、うなるのよ！」とアピールし
て、浪曲を聞いたことのない人にも広め
ていきたいんです。
木下●乙女組で浪曲の魅力に触れたよ
うな気がして、師匠の芸も観てみたいと
思いました。
春野●狙いはそこなんです！　私たちを
きっかけに浪曲に出合っていただき、その
後にすばらしい師匠方の芸を観てほしい
と思っています。
木下●浪曲は小さな会場で行うんです
ね。先日のお客さんは100人ぐらい？ 舞台
に近いので一体感があっていいんです

が、あまりもうからないですね。
春野●大きな会場もあるんですが、浪曲
をやるのにちょうどいい場所がないんで
す。大阪は小屋が少なくて、選択肢が狭
い。そのうえ、劇場がなくなっていく一方
で、公演場所に困っています。日本は芸
能への支援が少ないのかなと残念。ヨー
ロッパなどは自分たちの文化を支える意
識が強いですからね。
木下 ●このごろ変わり始めていません
か？ 日本特有の文化に戻ってきているよ
うな気がしますが。
春野●確かに、ちょっと揺り戻しみたいな
ものは感じます。浪曲も呼んでいただける
場所が増えてきました。小屋以外でも、地
域の商店街に呼ばれることも多いです
し、若い人が集まるカフェでやったりもしま
す。浪曲を地域に根ざして発展させてい
きたいと思っています。また浪曲を通じ
て、地域の人々のコミュニケーションの場
が盛り上がり、町が活性化していけばう
れしいなあと思います。

浪曲はオモシロイ！ 
乙女だって、うなります！

春野●この会場は大阪城が正面に見え
て、とてもいいロケーションですね。
木下●昔、この大阪城周辺は台地で、他
はずっと下がっている地形でした。元々そ
ういう土地なのでしょっちゅう淀川が氾濫
して被災していました。それで琵琶湖に瀬
田川洗堰、淀川に放水路をつくるなどして
整備したんです。今の淀川は放水路で、
中之島界隈が旧淀川なんですよ。
春野●ちょうど「大阪城落城の淀君」と
いう演目を勉強しているのでよく聞いてお
こう。
木下●大和川は元 こ々ちらに流れていま
したが、江戸時代に堺に流れ込むように
付け替えて淀川の水位を抑えました。明
治の大洪水では大阪のほぼ全域が被災
し、これを発端に河川法ができたんです。
春野●大阪は治水の歴史のあるところな
んですね。

木下●もっとも、治水や道づくりは住民が
自分の命を守るため、あるいは自分の利
便性のためのもので、昔は道普請など住
民の力で行っていました。自分たちので
きない規模の大きなことを行政に頼ると
いうのが本来の姿です。水防活動は
元々、地域住民主体で行うことで、まず
自分たちでどういう対策をするのか？とい
うことが前提なんです。いまは公共事業
として主に行政が行なっていますが、そ
れはあくまで住民の皆さんの切実な要
望を受けてのこと。ところが一部マスコミ
報道では、国土交通省が勝手に道路や
ダムをつくっていると誤解しており、本末

転倒です。
春野●淀川の氾濫はもう大丈夫でしょう
か？ 地球温暖化で雨の降り方が異常に
なってきていますが。
木下●ゲリラ豪雨なんて昔はありません
でしたね。淀川とか大きな河川の水害は、
過去を上回る規模になります。仮に淀川
の堤防が一カ所決壊するだけで、被害
額は20兆円近くになると予測されていま
す※3。今年、「水災害予報センター」を設
置し、狭い範囲の豪雨をキャッチできる
「Xバンドレーダ」の整備も進行中で、情
報伝達の迅速化も図っています。甚大な
被害が出ないようにするために、水害に

しろ地震にしろ、防災対策ではやるべき
ことが山ほどあります。
春野●浪曲にも災害を扱った演目があり
ますよ。先輩の菊地まどか姉さんの「あゝ
吉岡先生教壇に逝く」※4。75年前の室戸
台風のとき、倒れた校舎の下敷きになりな
がら5人の児童を抱きかかえて救い、自ら
は亡くなった若い女性教師のお話です。
木下●そんな感動的な浪曲があるので
すか。災害の恐ろしさを忘れずに、防災
対策の重要性をしっかり認識してもらう
ためにも、そのような浪曲もやっていただ
くようにお願いします。

防災は行政まかせにせず、
地域の輪で災害に強い町に

2007年に結成した浪曲ユニット。メンバーは
関東で活躍中の玉川奈々福、関西の若手、
菊地まどかと春野恵子。今年の東京・大阪公
演では浪曲のイメージを激変させる華やかな
舞台で話題を呼んだ。

※2　浪曲乙女組

図は、200年に一度の降雨で
左岸9.2km（長柄橋付近）で
堤防が決壊した場合の最大
浸水区域図。人口・資産の集
まる淀川沿岸域には重要な交
通ネットワークが集積しており、
淀川の氾濫は地域社会経済
にも甚大な影響を与える。

※3　淀川河川氾濫の脅威

「『中に子どもがいるんです』止めるその
手を振り切って、吉岡先生が校舎に戻
るその途端、崩れ落ちる校舎…」。浪曲
師・菊地まどかさんの「あゝ 吉岡先生教
壇に逝く」の一節。1934年（昭和9年）
の室戸台風で、校舎の倒壊に巻き込ま
れながら児童5人を救って殉職した豊津
尋常高等小学校（大阪府吹田市）の教
師、吉岡藤子さんの実話をもとにした物
語（あゝ 吉岡訓導）を演目にしたもので、
菊地さんの巧みな節と啖呵により、命の
大切さや災害の恐ろしさが心に迫る。こ
の室戸台風では全国で死者・行方不明
者約3,000人もの被害が出ており、大
阪府では強風による木造校舎の倒壊で
児童・教師の犠牲者を多数出している。

※4　「あゝ 吉岡先生教壇に逝く」

最大浸水区域図

資料提供：国土交通省近畿地方整備局

平成21年の5月・6月に行われた
浪曲乙女組の公演チラシ。

室戸台風で倒壊した
大阪天王寺小学校

氾濫イメージ
大阪駅付近の氾濫状況を表しています。およそ1時間程度で氾濫水が到達し、
最大で2.9m程度まで浸水します。

舞台で熱演中の春野さん（写真上下とも）舞台で熱演中の春野さん（写真上下とも）
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木下●昔はテレビで浪曲を見たことがあ
りますが、今ではほとんどやってません
ね。やはりテレビに出ないと広げるのは難
しいでしょう？
春野●今の世の中はテレビに映ることが
すべて真実みたいなところがあります。
浪曲はほとんどテレビに出ないので、世
間からすると存在すらしていないに等
しい。こういうことがすごく嫌だなと思い
ます。
木下●テレビに映らないという意味では、
浪曲と土木屋は似ていますね。土木関
係のクライアントは主に役所なので、一般
に向けてコマーシャルをする必要がなく、
テレビにあまり出ません。たまに名前が出
るときは談合とか悪いニュースのときだか
ら、イメージが低下する一方。日本の報道
は、ゼネコンが悪い、公共事業が悪い、と
いえば全部その方向になっていきますか
らね。
春野●私自身、テレビというメディアに左
右されていた時期がありました。でも、浪
曲に出合えたことでテレビに映っていな
い、もっと面白い世界があることを知っ

て、テレビから解放されたいと思うように
なりました。浪曲を始めてからずっとテレ
ビを置いていません。一切見ないなんて、
極端すぎるんですけどね。
木下●公共事業や土木などに対して悪
いイメージを持っていませんか？
春野●そうですね、多少はあるかも……
木下●土木というのはすばらしい言葉で
す。土と木で物をつくるわけですから非
常にいい言葉です。でも悪いイメージの
レッテルを貼られたので、学校や役所でも
使わなくなりました。私は東京大学の土
木工学科出身ですが、今は社会基盤学
科に変わっています。都道府県でも土木
部という名前はほとんど変わって、都市
整備部とかになっています。
春野●土木は暮らしに絶対必要で、大
切な仕事なのに……。阪神大震災が起
こったとき、居ても立ってもいられず、東京
から神戸へボランティアに行きました。あ
のときは水も電気もガスも止まって本当に
困りました。水が出たり電気がついたりす
ることのありがたみを実感しました。快適
に暮らせるように整備してくれる人たちが
いることを忘れてはいけないと思います。
木下●生活に身近なことをやっている土
木屋は、縁の下の力持ちです。例えば、
道路は走れて当たり前。開通したときは
喜んで、開通式には地元の中学校のブラ
スバンド部が演奏したりしてくれるのです
が、一年も経たないうちに空気のような存
在になっている。誰が汗をかいてつくった
なんて忘れてますよね。
春野●浪曲になりそう！ 世のため人のた
めに、汗水たらしてみんなで力を合わせ
てつくって、完成したらひっそり去ってゆく
……浪花節の世界ですよ。
木下●土木事業はチームワークでやる
から個人が評価されにくい。誰が発注・
設計・施工したかなど名前も残りませ
ん。建築だと建築家の名前が出て、世
界的な賞で表彰されるという名誉もあり
ますが。
春野●優秀な人材を集めるためにも変え
ていく必要があるかも。もう少し一般の人

にありがたみをもってもらえるようにＰＲの
工夫がいりそうですね。
木下●ＰＲの努力は必要ですね。少なく
とも正しい事実を世の中に伝えないと。
公共事業バッシングにしても、東京のマス
コミは「道路は要らない」と報じますが、
地方に行くと「早く道路をつくって！」と懇
願されます。紀伊半島南部とか福井県、
兵庫県の豊岡、京都の福知山などは道
路整備が遅れているので切実で、地元
の女性たちも真剣な眼差しで「早く道路
を！」と渇望している。大阪府知事や経済
界も第二京阪道路や新名神高速道路な
どの早期整備を強く要望しています。地
域から「道路をつくるな」という声はどこ
からも聞こえないのに、なぜ「道路は要ら
ない」と報道するのか不思議でしょうがな
い。それが本当の世論であれば、それで
いいんですが、現実はそうではありませ
ん。事実と異なることが報道されるのは
残念です。

無口な縁の下の力持ち。
土木の世界も浪花節

春野●浪曲の舞台を訪ねると、景色が全
然違うことが多く、名所古跡が保存され
ていないんだなあ、とさびしくなります。町
は、人がそこで生きてきた歴史ですから、
歴史的な町並み、美しい町並みをぜひ
保存していただくようにお願いします。以
前、「出世太閤記」の舞台である岡崎市
の矢作川を訪ねたとき、幼いころの秀吉、
日吉丸と蜂須賀小六の「出合い之像」が
橋のたもとにあってすごく感激しました。
でもこんなことはまれなんです。
木下●国土交通省では町づくりも進めて
います。歴史的な町並みを保存するため
に地方自治体の支援などを行っており、
京都でも町家保存の取り組みを展開し
ています。町並みの維持は行政の支援
や規制がないと難しいでしょうね。一軒だ
けで維持しても魅力がありません。面的
にまとまった地域で歴史的風景を維持す
ることが大切です。

春野●京都ではファーストフードやコンビ
ニなどの外観がシックな色になっていたり
しますね。
木下●そういう規制も必要ですし、持ち
主を支援することも大事。ヨーロッパには
美しい町が多いでしょ？ 日本のニュータウ
ンは年数が経つとだんだん汚くなります
が、ヨーロッパの都市は悪くなりません。そ
れはなぜか？ まずヨーロッパの方が規制
が強い、そして町並みへの意識が違うと
いう理由が上げられます。ヨーロッパでは
人前に洗濯物を干しません。見えないよ
うに中庭に干しています。看板もベタベタ
立てない。住環境への意識が違います。
そして規制も厳しい。ロンドン郊外の住宅
街を訪れたとき、あまりにも戸建てがきれ
いにそろっているので驚きました。市役所
が一軒一軒、設計図から外観の色まで
全部チェックして、審査に通らないと建て
られないそうです。そのぐらい厳しく規制
するから町並みが整うんですね。

土木事業とは、
景観を創造することでもある
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春野●町の人は、町並みを維持していき
たいという意識があるから規制を受け入
れているんですね。
木下●そういうことは日本ではあまりあり
ません。
春野●日本人は町並みへの美意識が
劣っているのでしょうか？
木下●日本人の意識も少しずつ変化し
ていると思います。電線を地中化※5する
動きもあります。電線や電柱が見えなく
なれば、景観が見違えるほどよくなりま
す。欧米の都市では電線をほとんど見ま
せんし、ジャカルタなど東南アジアの首
都圏でも見ません。例えば、一度地上に
電線を引くと、電話線がその上に乗っ
て、次にケーブルテレビの線が加わって、
みるみる汚くなります。
春野●早く実現しそうですか？

木下●いえ、コストがかかるので、すぐに
実現というわけにはいきません。国土交
通省も費用を負担しますが、地方自治
体や電力会社、電話会社、ケーブルテレ
ビ会社など関連事業者の協力も必要で
す。関わる相手が多いのでなかなか前
進しませんが、景観への意識の高い地
域から着手するなど重点的に行ってい
ます。
春野●いろんなことを進めていらっしゃる
んですね。
木下●景観といえば、土木遺産にもおも
しろいものがありますよ。関西では京都の
琵琶湖疏水※6。この水路のおかげで琵
琶湖から京都に水をひくことができ、飲
み水や工業用水がまかなえて、明治以
降の京都の発展に大きく貢献しました。
功績をたたえて土木技師・田辺朔郎氏

の銅像も立っています。琵琶湖疏水は
今見ても美しい。いろんな場所に道路や
ダムをつくりましたが、残念ながら絵にな
るものは少ないんです。橋もそうです。大
阪には八百八橋といわれるほどたくさん
の橋がありますが、昔架けた橋は魅力
的です。
春野●特に、中之島界隈の橋※7は趣が
ありますね。夜にライトアップされるとさら
にいい雰囲気です。
木下●最近の橋は効率重視になりすぎ
ている感じです。私たちは景観を創造し
ている、後世に遺す仕事をしている、とい
う意識に変わらないといけません。時代も
それを求めていると思います。今建設中
の“緑立つ道”※8と呼ばれている第二京
阪道路は、まさに絵になる道。風景と環
境に配慮した道づくりを行っています。

大川（旧淀川）から分かれた堂島川と土佐堀川に
囲まれた中之島エリアは“水都大阪”のシンボル。
大江橋、淀屋橋、水晶橋、難波橋など景観のいい
橋が町の魅力を引き立てている。
（写真上:水晶橋、下：難波橋）

※7　中之島界隈の橋 

京都と大阪を結ぶ第二京阪道路の愛称。環境や景観に配慮しており、豊かな「みどり」、
風景になる「みち」などデザインにこだわった道づくりを行っている。

※8　緑立つ道

電線の地中化などにより、電柱をなくす無電柱化計
画を国土交通省が推進。景観の改善だけではなく、
歩行者の快適な通行、災害時の電柱・電線による
事故防止、情報通信ネットワークの信頼性向上など
にも効果がある。

※5　電線の地中化 
明治の京都近代化政策の最大事業で
当時の京都府知事が計画。土木技師・
田辺朔郎が1885年（明治18年）に着
工し1894年（明治27年）完成させ、水
力発電増強や水道新設など京都発展の
原動力となった。現在も水道用水などで
利用されている。（写真右:水路閣）

※6　琵琶湖疏水

木下●ところで、春野さんのこれからの目
標は？ 
春野●私が師匠に強くひかれるのは、聞
く人を物語の中へ引き込む凄い力です。
その引力はジャンルを超越したもので、そ
のような芸ができるように修業し続けたい
と思います。そして、「乙女組」で浪曲は
難しいとか古臭いというイメージを変えて
いきたい。土木のイメージを変えるという
ことと似ていると思うんですけど、世間の
先入観を壊すようにPRに励みます。
木下●浪曲は乙女組をきっかけに必ず
ブレークしますよ。我 も々ブレークしなけれ
ばいけない。悪いレッテルを貼られて、打
ちひしがれているわけにはいきません。道
路は十分整備されたと言われますが、地
方からは「この道路を整備しなければ、
都会と競争するチャンスすらない！」という
悲痛な声が上がっています。地域の人た
ちと語り合うと、ものすごく期待されている

仕事がたくさんあるので、ゼネコンの方々
にも自信と誇りをもって取り組んでもらい
たい。
春野●防災に関してはいかがですか？
木下●防災面では先ほどお話しした水
害対策とともに地震対策も緊要です。地
震の起こる確率は年々高まっており、今
年なければ来年さらに確率が高まります。
今の備えでは不十分で、やるべきことは
たくさんあります。インフラ整備は後世に
遺す仕事です。我々が当然のように利用
している道路やトンネル、空港などは昔の
人が整備してくれたから、そこに存在する
んです。今よりもGDP に対するインフラ投

資比率は大きく、相当無理をしてお金を
使っています。それを現代の我々が享受
して豊かな思いをしている。自分たちは豊
かになって、子孫に引き継ぐための投資
をやめてもいいのでしょうか？ 将来に何を
遺すかという発想で考えたとき、私たちが
やるべきことはまだまだ多くあります。
春野●私が浪曲に専念できるのも、お客
様に浪曲を楽しんでいただけるのも、安
心して暮らせる町があるからです。これ
からも快適で安全な町づくりをよろしくお
願いします。

先人の気概をもって、
後世のためにもインフラ整備を

先人の社会資本整備のおかげで、

私たちは豊かな暮らしを手に入れています。

また、先人が芸能文化を守り続けたおかげで、

すばらしい舞台を楽しむことができます。

遺してくれた資産をさらに発展させて未来へ継承するために、

私たちも努力し続けなければならないということを、

お二人の対談で深く考えさせられました。

インフラ整備は後世に遺す仕事です。

のこ

私が浪曲に専念できるのも、
安心して暮らせる町があるからです。

※当対談は2009年7月8日に行われました。
※現在木下氏は財団法人 ダム水源地環境整備センターに

勤務されています。

さく ろ う
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